
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

目標 成果

達成 -

10回 18回 達成

358人

11回

達成状況

-

-

149 214

・主治医研修の開催（14回） 228

成果目標の達成状況

項目 H26末

16回

10回 10回

750

要介護認定の公平・公正な実施のため、介護認定審査会委員、認定調査員及び主治医に対する研修を行い、介護保険制度の円滑かつ

適正な運営を目指す。

全国一律の基準に基づく、客観的かつ公平・公正な要介護認定を行うためには、審査判定、認定調査、主治医意見書に必要な知識・技

能の習得及び向上のための研修を実施する必要がある。

２．認定調査員研修 直接

750 750

合計（A) 749

10回

29年度

当初予算 749

128 228

○介護認定審査会委員研修　10回（新任者は必ず受講する必要があるため、広域連合ごと最低1回は実施）

○認定調査員研修　新規に受講する者　330人（過去受講者の平均）以上

○主治医研修　10回（広域連合ごとに郡市医師会と調整の上、1回以上実施）

Ｈ28
H29

目標

H27末

事業番号 05 07 02 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 介護認定審査会委員等研修事業介護認定審査会委員等研修事業介護認定審査会委員等研修事業介護認定審査会委員等研修事業
担

当

課

部局 健康福祉部

課・局・室 介護支援課

　　１　高齢者福祉の推進 実施期間 H11 ～

県が関与

する理由

県でなければ実施不可（その他）

【左記の説明、根拠法令等】

「認定調査員等研修事業の実施について」 厚生労働省老健局長通知

国庫補助を有効活用しながら実施することが効果的である

総合５か年

計画

プロジェクト  E-mail kaigo-shien@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

６－２　いきいきと安心して暮らせる社会づくり

目指す姿

現状

（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施は困難

人口定着・

確かな暮ら

し実現総

合戦略

信州創生の基本方針

施策展開

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H28事業実績

H28 H29

（当初） （決算） （当初）

１．介護認定審査会委員研修 直接 ・介護認定審査会委員研修の開催（18回） 308 170 308

・認定調査員研修の開催（６回） 214

３．主治医研修 直接

合計 750 447

区　　分（単位：千円） 27年度 28年度28年度28年度28年度

Aの

財源

750 750

0 0 0

375

375 375 375

374 375

補正予算

主治医研修

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施

概　算

人件費

1.00 1.00 1.00

8,276

420 447

14回

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

　全国一律の基準に基づく客観的かつ公平・公正な要介護認定が行えるように、保険者等のニーズを踏まえながら引き続き研修を実施す

る。

目標に対

する成果

の状況

　介護認定審査会委員、認定調査員及び主治医に対し、必要な知識・技能の習得及びその向上のための研修を当初目標のとおりに実施

することができた。

 概算事業費（B（A）+C） 8,696 8,361 8,664

7,914 7,914

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額

前年度繰越

達成330人 330人 337人

介護認定審査会委

員研修

認定調査員新規研

修受講者


